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平成 31 年
４ 月 １ 日現在

平成 31 年 ４ 月 ２ 日〜 ２ 年 ４ 月 １ 日 ２ 年
４ 月 １ 日現在採用など 退職など

職員数 591 人 26 人 23 人 594 人

　　　　区分 
　部門

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

平成 31 年 2 年

普 
通 
会 
計 
部 
門

一 
般 
行 
政 
部 
門

議会 5 人 6 人 1 人 再任用短時間職員退職
後の職員配置

総務 117 人 118 人 1 人 欠員補充
税務 48 人 48 人 0 人
民生 201 人 202 人 1 人 産育休代替職員の配置
衛生 44 人 42 人 △ 2 人 欠員不補充
労働 0 人 0 人 0 人
農水 4 人 4 人 0 人
商工 4 人 4 人 0 人
土木 54 人 53 人 △ 1 人 欠員不補充

小計 477 人 477 人 0 人 （参考 : 人口 1 万人当た
り職員数 40.8 人）

教育 64 人 64 人 0 人 　
消防 0 人 0 人 0 人

小計 541 人 541 人 0 人 （参考 : 人口 1 万人当た
り職員数 46.3 人）

下水道 6 人 7 人 1 人 欠員補充

その他 44 人 46 人 2 人 産育休代替職員の配置

小計 50 人 53 人 3 人

合計 591 人
［867］

594 人
［867］

3 人
［0］

（参考 : 人口 1 万人当た
り職員数 50.8 人）

公
営
企
業
等
会

計
部
門

年齢 20 歳
未満

20 歳

～

23 歳

24 歳

～

27 歳

28 歳

～

31 歳

32 歳

～

35 歳

36 歳

～

39 歳

40 歳

～

43 歳

44 歳

～

47 歳

48 歳

～

51 歳

52 歳

～

55 歳

56 歳

～

59 歳
60 歳
以上 計

職員数 0 人 10 人 41 人 79 人 54 人 67 人 90 人 81 人 68 人 45 人 42 人 17 人 594 人

職種 受験申
込者数

一次試験 
受験者数

一次試験 
合格者数

最終合
格者数

競争率
（倍）

一般事務 256 人 217 人 75 人 16 人 13.6 
土木技術 2 人 2 人 1 人 1 人 2.0 
建築技術 1 人 1 人 1 人 1 人 1.0 
機械技術 3 人 3 人 1 人 0 人 -

区分 住民基本台帳人口 
（２年 1 月 1 日）

歳出額 
（A）

人件費 
（B）

人件費率 
（B/A）

（参考）平成 30 年
度の人件費率

元年度 11 万 6,916 人 423 億 2,882 万
9 千円

54 億 2,909 万
1 千円 12.8％ 13.1％

区分 職員数
（A）

給与費  一人当た
りの給与
費 （B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B)

元年度 541 人 19 億 6,609 万
1 千円

6 億 2,707 万
2 千円

8 億 5,713 万
5 千円

35 億 3,698 万
5 千円

653 万
8 千円

区分
一般行政職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額 
（国ベース）

東久留米市 41.1 歳 31 万 1,452 円 42 万 814 円 35 万 9,691 円
国 43.2 歳 32 万 7,564 円 - 40 万 8,868 円

区分
技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額 
（国ベース）

東久留米市 49.8 歳 31 万 8,847 円 37 万 2,217 円 35 万 5,544 円
うち清掃作業員 50.3 歳 32 万 4,709 円 39 万 1,392 円 36 万 4,080 円
うち学校給食員 47.0 歳 31 万 4,960 円 35 万 5,466 円 35 万 3,606 円
うち用務員 ＊ ＊ ＊ ＊
国 50.9 歳 28 万 7,283 円 - 32 万 8,862 円

職務の級 標準的な職務内容 職員数 構成比
５級 参事の職務で部長及びこれに相当する職務 9 人 1.6％
４級 副参事の職務で課長及びこれに相当する職務 34 人 6.1％

３級 主事の職務で課長補佐及びこれに相当する職務 12 人 2.1％
主事の職務で係長及びこれに相当する職務 92 人 16.4％

２級 主事の職務で主任及びこれに相当する職務 210 人 37.5％
１級 主事の職務で定型的な業務を行う職務 203 人 36.3％

職務の級 標準的な職務内容 職員数 構成比
４級 主事の職務で統括技能長の職務 - -
３級 主事の職務で技能長の職務 - -
２級 主事の職務で技能主任の職務 32 人 100％
１級 主事の職務で定型的な業務を行う職務 - -

区分 東久留米市 国
1 人当たりの平均支給額 154 万 2 千円 -

支給割合
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
2.60 月

（1.45 月）
2.05 月

（1.00 月）
2.60 月

（1.45 月）
1.90 月

（0.90 月）
合計 4.65 月（2.45 月） 4.50 月（2.35 月）

職務段階別加算 有り 有り

区分 東久留米市 国
自己都合 定年 ･ 勧奨 自己都合 定年 ･ 応募認定

勤続 20 年 23.00 月分 19.6695 月分 24.586875 月分
勤続 25 年 30.50 月分 28.0395 月分 33.27075 月分
勤続 35 年 43.00 月分 39.7575 月分 47.709 月分
最高限度 43.00 月分 47.709 月分 47.709 月分

1 人当たりの
平均支給額 228 万 3 千円 2,240 万 8 千円 - -

定年前早期退職
特例措置

定年前 1 年につき 2％を
割増（最大 20％）

定年前 1 年につき 3％を
上限とした割増（最大 45％）

支
給
率

支給実績（元年度決算） 2 億 2,799 万 7 千円
支給職員１人当たり平均支給年額

（元年度決算） 36 万 7,145 円

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率）
全地域 10％ 621 人 6 ％

支給実績（元年度決算） 3 億 668 万円
職員１人当たり支給年額（元年度決算） 56 万 5 千円
支給実績（平成 30 年度決算） 2 億 3,167 万 6 千円
職員１人当たり支給年額（平成 30 年度決算） 42 万 7 千円

手当名 内容及び支給単価
国の

制度と
の異同

国の制度
と異なる

内容

支給実績
（元年度

決算）

支給職員
1 人当たり

平均支給年額
（元年度決算）

扶養
手当

配偶者（課長職を除く）   6,000 円
配偶者（課長職）　　  3,000 円
子ども                  9,000 円
その他の親族　      6,000 円
16 歳～ 22 歳の子どもがいる場合
の加算                       4,000 円

異なる 支給対象者、
支給単価

3,706 万
4 千円

18 万
9,103 円

住居
手当

当該年度末 35 歳未満の借家・借
間に居住する世帯主など
                      1 万 5,000 円

異なる
支給対象者、
支給対象区分、
支給単価

1,254 万
3 千円

15 万
8,769 円

通勤
手当

・交通機関を利用する職員に対
しては６カ月通勤定期代を一
括支給

・バス利用の者に対しては必要
金額をICカードなどの使用金
額に換算し支給

・交通用具（自動車、自転車な
ど）使用者に対しては、用具
の種類、距離によって細分化
された一律の金額を毎月支給

異なる
交通用具
使用者の
使用距離、
支給額

4,032 万
2 千円

8 万
1,790 円

管理職 
手当

部長職     　   9 万 8,800 円
課長職      　  6 万 5,460 円 異なる 支給対象者、

支給額
3,955 万
2 千円

87 万
8,923 円

休日
勤務　　　
手当

休日において正規の勤務時間中
に勤務することを命ぜられた職
員に対して支給 
勤務 1 時間当たりの単価× 135％

異なる
勤務１時
間当たり
の単価算
出方法

1,117 万
9 千円

6 万
426 円

夜間
勤務 
手当　　　

正規の勤務時間として午後 10 時
から翌日の午前５時までの間に
勤務することを命ぜられた職員
に対して支給 
勤務 1 時間当たりの単価× 25％

異なる
勤務１時
間当たり
の単価算
出方法

121 万 
1 千円

40 万
3,553 円

区分 給料月額など

給
料

市長 96 万円
副市長 84 万円
教育長 77 万円

報 
酬

議長 55 万円
副議長 51 万円
議員 48 万円

期 
末 
手 
当

市長・副市長
・教育長 （元年度支給割合）4.45 月分

議長・副議長
議員 （元年度支給割合）4.65 月分

退 
職 
手 
当

市長

( 算定方式 )
 給料月額  　　　　　支給率 （１期の手当額）  （支給時期）

96 万円×在職年数× 400/100 1,536 万円 任期終了時
副市長 84 万円×在職年数× 300/100 1,008 万円 任期終了時
教育長 77 万円×在職年数× 250/100 577 万 5 千円 任期終了時

備考
「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額および支給
率に基づき、１期勤めた場合における退職手当の見込額
です。

区分 分限 懲戒

元年度の状況 休職　18 件 
いずれも心身の故障による 0 件

区分 内容 件数 延べ人数

独自
研修

年度ごとに作成する研修計画により開
催する市役所独自の研修（新任職員研
修、接遇研修など）

22 件 823 人

研修所
研修

職員研修所において開催される研修 
（新任研修、現任研修など） 66 件 233 人

専門派
遣研修

専門的知識や能力の向上を図るため、
各課からの要望に基づき、他団体へ研
修生を派遣する研修（国や東京都、その他の
団体などが開催する専門研修）

53 件 112 人

平成26年
98.8

平成31年
99.4

平成26年
98.6

平成31年
98.9

平成26年
98.8

平成31年
99.4

平成26年
98.6

平成31年
98.9

１　職員の任免および職員数に関する状況
（ １ ）採用、退職など(元年度）

（ 2 ）部門別職員数の状況と主な増減理由	

（ 5 ）等級別・職制上段階別の職員数の状況（２年４月１日現在）
　　ア　行政職給料表（一）等級別基準職務表	

　　イ　行政職給料表（二）等級別基準職務表	

期末手当・勤勉手当（元年度）

退職手当（平成31年４月１日現在）

（ 3 ）年齢別職員構成の状況(２年４月１日現在)

（ 6 ）職員手当の状況				  

（ 1 ）職員の研修の状況

（ 2 ）人事評価制度の実施状況

※職員数は、一般職に属する職員数です。

（２年４月１日現在）

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地
方公務員の給与水準を示す指数です。

※１　職員数は、一般職に属する職員数です。
※２　［　 ］ 内は、条例定数の合計とその増減人員数です。

※職員数は、一般職に属する職員数です。

　2　職員の競争試験の状況（元年度）

３　職員の給与の状況				 
（ １ ） 人件費の状況（普通会計決算）

（ 2 ）職員給与費の状況（普通会計決算）

（ 3 ）ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

（ 4 ）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

※１　職員手当には、退職手当を含みません。	
※２　職員数は、平成31年４月１日現在の一般職に属する普通会計部門の職員

数です（再任用短時間勤務職員を除く）。
※３　給与費には、再任用短時間勤務職員の給与費が含まれており、職員数

には当該職員を含んでいません。
※４　給与費の計には、事業費支弁職員給を含みます。

※１　「平均給料月額」とは、２年４月１日現在における各職種ごとの職員の基
本給の平均です。	

※２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、
住居手当、通勤手当および時間外勤務手当などの諸手当の額を合計し
たものです。ただし、期末・勤勉手当は含みません。

※３　「平均給与月額（国ベース）」とは、国家公務員の平均給与月額に時間
外勤務手当、特殊勤務手当などの手当が含まれていないことから、比
較のため国家公務員と同じベースで再計算したものです。

※４　個人情報保護の観点から、対象となる職員数が１人または２人の場合は
「アスタリスク（＊）」としています。その他、数値のない欄については、
「ハイフン（－）」としています。

※端数処理のため、構成比の合計が100％にならない場合があります。

※端数処理のため、構成比の合計が100％にならない場合があります。

※１　（  ）内は、再任用職員に係る支給割合です。
※２　１人当たりの平均支給額は、特別職を除いた額です。

※１　１人当たりの平均支給額は、元年度に退職した全職種に係る職員
に支給された平均額となっています。

※２　１人当たりの平均支給額は、特別職を除いた額です。

地域手当（平成31年４月１日現在）

 時間外勤務手当			 

その他の手当（２年４月１日現在）

特別職の報酬などの状況（２年４月１日現在）

職員の能力・業績を公正に把握し、能力・実績に基づく人事管理を行
うことにより、人材育成に努め、住民サービスの向上を図ることを目的
として人事評価制度を実施しています。				  
○評価の要素　　  業績評価、能力評価			 
○評価対象者　　  全職員		
○評価の期間　　   ４月１日から３月３１日		
○評価結果　　　  勤勉手当および昇給へ反映

４　職員の分限および懲戒処分の状況

5　職員の研修および人事評価制度の状況（元年度）

元
年
度
人
事
行
政
の

運
営
な
ど
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

な
お
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
お
よ
び
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
）
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
職
員
課
人
事
給
与
担

当
☎
４
７
０
・
７
７
１
６
へ
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市

の
人
事
行
政
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

す
る
た
め
、
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
に

基
づ
き
、
市
職
員
の
給
与
の
状
況

な
ど
の
概
要
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

給
食
費
の
滞
納
が
累
積
す
る
と
、

給
食
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な

物
資
の
購
入
費
用
が
足
り
な
く
な

り
、
提
供
す
る
給
食
の
質
が
低
下

　

市
立
小
学
校
で
は
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
か
ら
納
入
さ
れ
る
給
食
費

で
安
全
な
食
材
を
購
入
し
、
衛
生

的
な
調
理
を
行
い
、
児
童
へ
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
学
校
給
食
を

す
る
な
ど
の
支
障
を
き
た
す
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
学
校
給
食
費
は
納

め
忘
れ
が
な
い
よ
う
、
納
入
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
入
が
困
難
な
場
合
に

は
、
在
校
す
る
小
学
校
の
校
長
ま

た
は
副
校
長
、
担
任
教
師
、
栄
養

士
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
学
務
課
保
健
給
食
係

☎
４
７
０
・
７
７
７
９
へ
。　

会

員

募

集

　

◆
剣
道（
雅が

し
ん
け
ん
ゆ
う
か
い

心
剣
友
会
）　
毎

週
土
曜
日
午
後
５
時
～
７
時
と

日
曜
日
午
前
８
時
～
１１
時
、
第

五
小
学
校
で
。
入
会
金
９
０
０

円
、会
費
月
１
０
０
０
円
他
。感

染
対
策
を
徹
底
し
、
五
小
で
活

動
。見
学
体
験
可
。ブ
ロ
グ
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

三さ
ん
ぺ
い瓶
☎
４
７
２
・
４
０
５
２
へ
。

　
◆
東
久
留
米
市
ラ
ジ
オ
体
操

連
盟　
毎
日
午
前
６
時
１０
分
～

７
時
、
ひ
ば
り
が
丘
南
公
園
、

不
動
橋
広
場
、
滝
山
公
園
な
ど

６
カ
所
で
。
会
費
年
１
２
０
０

円
。
初
心
者
歓
迎
。
正
し
い
ラ

ジ
オ
体
操
、
練
功
十
八
法
を
身

に
付
け
健
康
維
持
。
詳
し
く
は

對つ
し
ま馬
☎
４
７
１
・
５
７
４
２
へ
。

　
◆
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

を
楽
し
む
会　
毎
週
水
曜
日
と

第
２
・
第
４
土
曜
日
の
午
前
９

時
４５
分
～
１１
時
半
、
落
合
川
周

辺
他
で
。
会
費
１
回
５
０
０
円
、

レ
ン
タ
ル
ポ
ー
ル
代
５
０
０
円
。

足
腰
や
肩
甲
骨
を
強
化
し
体
力

向
上
さ
せ
る
歩
き
方
を
学
び
ま

す
。
詳
し
く
は
長
浜
☎
０
９

０
・
５
２
０
４
・
３
１
９
０
へ
。

　
◆
東
久
留
米
市
ラ
ジ
オ
体
操

ク
ラ
ブ　
毎
日
午
前
６
時
半
～

６
時
５０
分
（
雨
天
中
止
）、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
東
久
留
米
店
（
Ａ
）

駐
車
場
で
。
会
費
年
１
２
０
０

円
。
ラ
ジ
オ
体
操
で
心
と
身
体

の
健
康
増
進
を
。
日
曜
・
祝
日

も
実
施
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

詳
し
く
は
篠
宮
☎
４
６
３
・
７

７
２
８
へ
。

　
◆
来
梅
書
道
会　

毎
週
土
曜

日
午
後
０
時
４０
分
～
３
時
４０
分
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会

金
２
０
０
０
円
、
会
費
月
３
０

０
０
円
。
老
若
男
女
（
小
学
生

も
可
）、
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

一
緒
に
書
道
し
ま
せ
ん
か
。
詳

し
く
は
藤
原
☎
０
９
０
・
６
５

３
３
・
３
４
４
２
へ
。

　
◆
「
吹
矢
」
東
久
留
米
け
や

き
支
部　
毎
週
金
曜
日
午
前
９

時
～
１１
時
他
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
他
で
。
入
会
金
１
０
０
０

円
、
会
費
１
回
２
０
０
円
。
日

本
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢

協
会
に
所
属
。
一
緒
に
吹
き
矢

し
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
近
藤

☎
０
９
０
・
５
３
４
５
・
９
３

１
９
へ
。

　
◆
陶
芸
（
東と

う
と
う陶
会
）　
毎
週

火
曜
日
午
後
０
時
半
～
３
時
半
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
１
０

０
０
円
。
年
齢
性
別
経
験
不
問
。

未
経
験
者
大
歓
迎
。
少
人
数
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。
詳
し
く
は
但
野
☎
４
５
８
・

０
６
５
２
へ
。

　
◆
社
交
ダ
ン
ス（
さ
く
ら
会
）

　
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
～
４

時
半
、
成
美
教
育
文
化
会
館
で
。

入
会
金
１
５
０
０
円
、
会
費
月

４
５
０
０
円
。
元
Ａ
級
プ
ロ
の

指
導
。
一
緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
杉
野
☎
０
９
０
・
３

５
９
８
・
２
５
７
９
へ
。

催

し

　
◆
自
主
歴
史
講
座
（
歴
史
を

語
る
会
）　
１２
月
２３
日
と
３
年

２
月
２４
日
の
い
ず
れ
も
水
曜
日

午
後
１
時
～
３
時
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
２
階
第
４
学
習
室
で
。

参
加
費
６
０
０
円
。
歴
史
ミ
ス

テ
リ
ー
①
ド
レ
フ
ュ
ス
事
件
②

マ
タ
ハ
リ
。
講
師
は
近
藤
幸
徳

氏
。
詳
し
く
は
吉
田
☎
４
７

４
・
０
７
５
９
へ
。

　
◆
リ
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
（
き

ぼ
う
工
房
リ
ユ
ー
ス
推
進
会
）

　
１２
月
１９
日
（
土
）
午
前
１０
時

～
午
後
４
時
、
午
前
は
市
役
所

１
階
屋
外
ひ
ろ
ば
、
午
後
は
同

屋
内
ひ
ろ
ば
で
。
費
用
無
料
。
使

わ
な
く
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
（
現

地
で
デ
ー
タ
消
去
）・
家
電
・
日

用
品
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
松
永
☎
４
２
０
・
１
７

６
４
へ
。

　

◆
南
沢
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
子
ど

も
園
開
園
２５
周
年
記
念
講
座

（
南
沢
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
子
ど
も

園
を
育
て
る
会
）　

１２
月
６
日

（
日
）
午
前
１０
時
～
正
午
、
成

美
教
育
文
化
会
館
で
。
参
加
費

２
５
０
０
円
ほ
か
。
詳
細
は
イ

ベ
ン
ト
名
で
検
索
。
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
も
行
い
ま
す
。
マ
ル

シ
ェ
も
同
時
開
催
。
詳
し
く
は

浅
羽
☎
４
７
０
・
０
８
４
３
へ
。

　

◆
第
１
回
南
天
習
作
展
（
南

天
〈
篆て

ん

刻
教
室
〉）　

１２
月
１

日
（
火
）
～
５
日
（
土
）
午
前

１０
時
～
午
後
５
時
、
初
日
は
午

後
１
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後

３
時
ま
で
、
ス
ペ
ー
ス
１
０
５

（
市
役
所
向
か
い
）
で
。
入
場

料
無
料
。
四
字
熟
語
な
ど
を
彫

る
中
国
を
起
源
と
す
る
書
道
芸

術
の
一
つ
で
す
。
詳
し
く
は
遠

山
☎
０
８
０
・
５
６
７
５
・
０

３
０
１
へ
。

　

◆
福
祉
な
ん
で
も
相
談
会

（
東
久
留
米
生
活
と
健
康
を
守

る
会
）　

１２
月
９
日
（
水
）
午

後
１
時
半
～
３
時
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
集
会
学
習
室
３
で
。

福
祉
に
関
す
る
こ
と
な
ん
で
も
。

都
営
住
宅
申
し
込
み
、
お
墓
の

こ
と
な
ど
の
相
談
。
詳
し
く
は

乾
☎
０
８
０
・
１
２
１
０
・
５

２
８
６
へ
。

使
っ
て
歩
こ
う
!!
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
期
間
を
、
好
評
に
よ
り
、
延

長
し
ま
す
。

　

代
謝
が
落
ち
る
寒
い
季
節
も
、

ぜ
ひ
同
マ
ッ
プ
を
使
い
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

４
月
の
発
行
以
来
、
各
所
で
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
る
東
久
留
米

市
の
魅
力
が
つ
ま
っ
た
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
マ
ッ
プ
「
わ
く
わ
く
歩
く
る

め
マ
ッ
プ
」
の
完
成
を
記
念
し
て
、

１０
月
１
日
か
ら
実
施
中
の
「
秋
は

わ
く
わ
く
歩
く
る
め
マ
ッ
プ
を

　
【
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
】３
年
３

月
３１
日
（
水
）
ま
で

◎
コ
ー
ス
別
缶
バ
ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
マ
ッ

プ
を
利
用
し
コ
ー
ス
を
歩
く
と
、

か
わ
い
い
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
（
各
コ
ー
ス
１
人
１

個
ま
で
）。

　

さ
ら
に
、
全
域
版
マ
ッ
プ

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
記
入
欄
」
を
す

べ
て
記
録
し
、
窓
口
で
簡
単
な
ア

ン
ケ
ー
ト
（
記
名
式
）
に
お
答
え

い
た
だ
い
た
方
に
は
景
品
を
差
し

上
げ
ま
す
。
景
品
交
換
は
１
人
１

回
ま
で
（
無
く
な
り
次
第
終
了
）。

　
【
ご
注
意
】内
容
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
方
が

対
象
で
す

　

詳
し
く
は
健
康
課
保
健
サ
ー
ビ

ス
係
☎
４
７
７
・
０
０
２
２
へ
。

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
障
害
は
人

に
よ
り
内
容
や

程
度
は
さ
ま
ざ

ま
で
、
外
見
か

ら
は
分
か
ら
な

い
障
害
も
あ
り
、

周
り
か
ら
の
理

解
を
必
要
と
し

　

毎
年
１２
月
３
日
～
９
日
の
一
週

間
は
、
障
害
者
基
本
法
で
「
障
害

者
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
障
害
者
週
間
」
は
、
国

民
の
間
に
障
害
の
あ
る
方
の
福
祉

に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
障
害
の
あ
る
方
が

社
会
・
経
済
・
文
化
そ
の
他
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参

加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

障

害

に

理

解

を

　

普
段
、
健
康
に
過
ご
し
て
い
る

方
で
も
、
不
意
な
事
故
や
病
気
の

進
行
な
ど
で
、
思
い
も
よ
ら
ず
突

然
に
障
害
を
抱
え
て
し
ま
う
こ
と

て
い
る
方
が
多
く
い
ま
す
。
障
害

を
持
つ
こ
と
は
、
誰
に
で
も
起
こ

り
う
る
身
近
な
問
題
と
し
て
捉
え
、

同
週
間
を
機
に
、
障
害
の
あ
る
方

が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
と
は
ど
の

よ
う
な
社
会
な
の
か
、
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
や
難

病
に
罹り

か
ん患
し
て
い
る
方
が
、
日
常

で
困
っ
た
と
き
、
ま
た
災
害
時
や

緊
急
時
、
周
囲
の
人
に
支
援
や
配

慮
を
お
願
い
し
や
す
く
す
る
た
め
、

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
・
ヘ
ル
プ
手
帳
を

作
成
し
、
配
布
し
て
い
ま
す
。　

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
障
害
が
あ

て
数
多
く
の
災
害
現
場
へ
出
場
し
、

市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
っ
て
き

た
功
労
お
よ
び
訓
練
や
警
戒
な
ど

に
積
極
的
に
精
励
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

１１
月
４
日
に
都
庁
で
「
令
和
２

年
度
東
京
都
消
防
褒
賞
」
の
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
消
防
団
か
ら
は
、
第
一
分
団

の
並
木
隆
氏
、
第
八
分
団
の
齋
藤

正
人
氏
、
第
九
分
団
の
安
田
一
郎

氏
・
島
崎
和
弘
氏
の
４
人
が
受
賞

し
ま
し
た
。
各
氏
は
市
消
防
団
員

を
拝
命
し
て
以
来
、
長
年
に
渡
っ

　

市
民
の
安
全
の
た
め
、
今
後
ま

す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
防
災
防
犯
課
☎
４
７

０
・
７
７
６
９
へ
。

の
皆
さ
ま
、
関
係
者
お
よ
び
団

員
の
安
全
・
安
心
を
最
優
先
に

考
え
、
中
止
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
防
災
防
犯
課
☎
４

７
０
・
７
７
６
９
へ
。

　
３
年
１
月
７
日
に
開
催
を
予

定
し
て
い
た
「
令
和
３
年
東
久

留
米
市
消
防
団
出
初
式
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
状
況
を
踏
ま
え
、
ご
来
場

る
こ
と
を
周
囲
に
知
ら
せ
る
ほ
か
、

裏
面
に
障
害
の
内
容
や
サ
ポ
ー
ト

し
て
ほ
し
い
事
を
記
載
す
る
こ
と

で
、
両
者
が
つ
な
が
る
き
っ
か
け

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ヘ
ル
プ
手

帳
は
災
害
時
や
緊
急
時
に
備
え
、

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
に
書
き
き
れ
な
い

情
報
を
補
う
も
の
で
す
。

　
【
配
布
対
象
者
】市
内
在
住
で
、

身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
が
あ
る

方
、
発
達
障
害
が
あ
る
方
、
難
病

　

※
①
の
計
画
案
は
各
支
庁
で
も

縦
覧
し
ま
す
。

　
【
意
見
書
の
提
出
】区
域
内
に
在

住
か
計
画
案
に
利
害
関
係
の
あ
る

方
。
意
見
書
を
１２
月
２
日
（
水
）

～
１６
日
（
水
）
に
（
消
印
有
効
）、

計
画
案
の
名
称
・
ご
意
見
（
書
式

自
由
）・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
〒
１
６
３

−

８

０
０
１
、
東
京
都
都
市
整
備
局
都

市
計
画
課
へ
。

　
【
対
象
計
画
案
】①
都
市
計
画
区

域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方

針
②
都
市
再
開
発
の
方
針

　
【
対
象
区
域
】①
特
別
区
、
市
、

瑞
穂
町
、
日
の
出
町
、
大
島
町
、

八
丈
町
、
三
宅
村
、
神
津
島
村
、

新
島
村
及
び
小
笠
原
村
②
特
別
区
、

市
（
昭
島
市
、
清
瀬
市
、
羽
村
市
、

稲
城
市
お
よ
び
あ
き
る
野
市
を
除

く
）

　
【
縦
覧
期
間
】１２
月
２
日
（
水
）

～
１６
日
（
水
）

　
【
縦
覧
場
所
】都
都
市
整
備
局
都

市
計
画
課
ま
た
は
関
係
区
市
町
村

都
市
計
画
主
管
課
（
東
久
留
米
市

の
場
合
は
都
市
計
画
課
〈
市
役
所

５
階
〉）
で
。

　

※
詳
細
は
都
都
市
整
備
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
左
上
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】縦
覧
お
よ
び

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
＝
都
都

市
整
備
局
都
市
計
画
課
☎
０
３
・

５
３
８
８
・
３
２
２
５
▼
都
市
計

に
罹
患
し
て
い
る
方

　
【
配
布
場
所
】障
害
福
祉
課
（
市

役
所
１
階
）

　
【
そ
の
他
】代
理
の
方
で
も
取
得

で
き
ま
す
。
各
種
障
害
者
手
帳
ま

た
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
医
療

費
助
成
の
受
給
者
証
を
所
有
し
て

い
る
方
は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い

　

詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
４
７
、
フ
ァ
ク
ス
（
４
７
５
・

８
１
８
１
）
へ
。

画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全

の
方
針
に
つ
い
て
＝
都
都
市
整
備

局
広
域
調
整
課
☎
０
３
・
５
３
８

８
・
３
２
２
７
▼
都
市
再
開
発
の

方
針
に
つ
い
て
＝
都
都
市
整
備
局

企
画
課
☎
０
３
・
５
３
２
０
・
５

１
２
８

▲ヘルプ手帳（上）とヘルプカード（下）

▲わくわく歩くるめ
　マップページの
　ＱＲコード

▲同キャンペーンのチラシの一部

▲都都市整備局
　ホームページの
　ＱＲコード

久
留
米
」
と
は
、
市
内
で
開
催
さ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
市
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
幅
広
く
Ｐ

Ｒ
す
る
事
業
で
す
。

　

こ
の
事
業
を
通
じ
て
、
市
内
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
促
す
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
「
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
」「
絆
」
を
深
め
、
楽
し
み

な
が
ら
参
加
者
の
日
常
活
動
量
を

増
や
し
、
健
康
づ
く
り
を
推
進
す

　

市
で
は
、
多
く
の
方
に
地
域
の

活
動
団
体
な
ど
が
開
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
（
観
光
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
地

域
の
ま
つ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
、

ダ
ン
ス
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
ヨ
ガ
、

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
）
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、「
発

見
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ 

Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
東
久
留

米
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
発
見
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ 

Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
東

る
こ
と
で
「
夢
と
希
望
の
持
て
る

元
気
な
ま
ち
東
久
留
米
」
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
右
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
産
業
政
策
課
振
興
企

画
係
☎
４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

▲発見WALKWALK東久留米
　地域イベント募集ページの

ＱＲコード

受
け
た
場
合
、
滞
納
を
し
て
い
る

本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
方
の

負
担
も
増
大
す
る
な
ど
、
大
き
な

不
利
益
が
生
じ
ま
す
。
ま
た
納
期

限
か
ら
２
年
以
上
滞
納
し
た
場
合
、

そ
の
保
険
料
は
納
付
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　

納
期
限
か
ら
２
年
以
内
の
滞
納

の
あ
る
方
に
対
す
る
お
知
ら
せ
を

発
送
し
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
保
険

料
が
あ
る
方
は
、
お
早
め
に
ご
納

付
く
だ
さ
い
。

納
付
相
談
に
つ
い
て

　

特
別
な
事
情
に
よ
り
、
滞
納
し

て
い
る
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

場
合
に
は
、
分
割
納
付
な
ど
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
滞
納
が
累

積
す
る
前
に
、
早
急
に
納
税
課
☎

介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と

　

保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合
、
次

の
よ
う
な
措
置
を
受
け
ま
す
。

　

督
促
状
の
発
布
▼
延
滞
金
の
徴

収
▼
保
険
給
付
の
制
限
（
特
に
２

年
以
上
滞
納
し
た
場
合
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際
の
自
己

負
担
の
割
合
の
引
き
上
げ
、
一
部

給
付
の
不
支
給
な
ど
の
措
置
を
受

け
ま
す
）▼
滞
納
処
分（
財
産〈
預

金
、
給
料
や
年
金
等
債
権
、
土
地

家
屋
等
の
不
動
産
な
ど
〉
の
差
し

押
さ
え
）

　

特
に
「
保
険
給
付
の
制
限
」
を

　

６５
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

の
う
ち
、
お
よ
そ
９
割
は
年
金
か

ら
の
天
引
き
に
よ
り
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
残
り
の
１
割
の

方
は
年
金
か
ら
天
引
き
で
き
な
い

た
め
、
納
付
書
払
い
ま
た
は
口
座

振
替
で
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

納
付
書
払
い
の
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
納
期
限
ま
で
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
納
め
忘
れ

な
ど
が
な
い
よ
う
、口
座
振
替（
銀

行
や
郵
便
局
の
口
座
か
ら
の
引
き

落
と
し
）
の
ご
利
用
も
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

４
７
０
・
７
７
７
７
（
内
線
２
３

５
６
～
２
３
５
８
・
２
３
６
１
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た

方
に
対
す
る
保
険
料
の
減
免
を
受

け
る
に
は
、
３
年
３
月
末
ま
で
に

介
護
福
祉
課
に
申
請
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
右
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
保
険
係

☎
４
７
０
・
７
７
７
７
（
内
線
４

９
１
０
・
４
９
１
１
）
へ
。

▲介護保険料の減免に 
関するページの

ＱＲコード

学
校
給
食
費
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

都
が
策
定
し
た

　 

都
市
計
画
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す 

12
月
3
日
〜
9
日
は

    

　
　
　
「
障
害
者
週
間
」
で
す

２
年
度
東
京
都
消
防
褒
賞
の

　
　
　

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

東
久
留
米
市
消
防
団

         

出
初
式
の
中
止
に
つ
い
て

「
発
見
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ 

Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
東
久
留
米
」

　
　
地
域
で
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す

納
め
忘
れ
の
介
護
保
険
料
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

～
介
護
保
険
料
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
～

52.　12.　1 42.　12.　1
※市外局番は書いてあるものを除きすべて
042です。

※市外局番は書いてあるものを除きすべて
042です。

※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
催しなどが中止・延期になる場合があります。

※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
催しなどが中止・延期になる場合があります。


